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9月1６日（月）から民間企業の高卒者採用試験が開始され、就職希望者が採用試験に臨みました。ま

た、9月の週末ごとに、県庁・市役所・県警・消防・税務等の公務員試験も実施されており、公務員希望者

の挑戦も始まっています。夏休み中に登校して、何回も履歴書を清書し直し、面接練習に挑んで準備を重

ねてきた努力が実を結び、就職内定をいただいている生徒もいます。 

  専門学校のAO入試や大学・短大の総合型選抜入試の出願もスタートし、すでに合格通知が来ている

学校もあります。大学入学共通テストの出願も完了し、学校推薦型選抜の出願は１１月から開始と、いよい

よ進学希望者の受験も本格化してきました。 

  ２年生は１年後、１年生は２年後に同様の日程で受験に挑むこととなります。まだまだ時間があると思っ

ているかもしれませんが、あっという間です。芝商祭も終わったこの機会に、じっくり進路について考えてみ

ませんか。 

 
 
 

 

新潟県内の求人状況（８月末現在）は、就職希望者数2,５６８人に対し、求人数9,８５７人で、求人倍率

は３．８４倍です。今年度も求人数は増えており、依然として増加傾向が続いています。 

前年度に比べて就職希望者数が増加しているため、求人倍率は若干下がっています。 

 

 

＜就職志望の１・２年生へのアドバイス＞ 

・普段からの生活習慣が大切です。体調管理に気をつける、あいさつをする、提出物の期限を守る、 

 文字を正確に書く、身だしなみを整えるなどを日頃から心がけましょう。 

・まずは企業を知ること。就職希望を聞くと、知名度のある企業に集中する傾向があります。地域には 

 優良企業がたくさんあり、大手の企業を支えているのは地元の優良企業であることも多いのです。 

 進路資料室の企業パンフレットや求人票などでよく調べておきましょう。 

 

 

■専門学校のAO入試・大学短大の総合型入試 

専門学校のAO入試は6月からエントリーが始まり、9月の出願を経て合否結果が届いています。大学・

短大の総合型選抜入試の出願もスタートし、中にはすでに合格通知の来ている学校もあります。受験生の

適性や、やる気を重視する入試のため、志望する学校、学部、学科の特色を理解し、なぜその学校なのか、

そこで何を学びたいのかを志望理由としてしっかり伝えられることが大切です。 

■専門学校の推薦入試 

  指定校推薦で約２５名が受験します。出願に向けて志望理由書、実績報告書など志望校に求められる

書類を準備し、小論文や面接の練習を重ねています。専門学校は職業に直結する学びの場なので、卒業

後の職業観が重要です。将来自分がどんな仕事をしたいのか、そのために必要な力は何か将来の自分

像を描くことが大事です。 

■大学・短大の推薦入試 
大学入学共通テストの出願も完了し、学校推薦型選抜の出願は１１月から開始と、いよいよ進学希望

者の受験も本格化してきました。今年は公募推薦、指定校推薦で約４０名が受験します。出願のための志

望理由書をまとめるために先生方と相談して文章を練っているところです。また、１１月中旬からの入試に

向けて、小論文や面接の練習にも励んでいます。 

 

 

同志社大学 商学部１名→０名に、この他の指定校推薦枠は概ね例年通りです。主な指定校について

は、進路資料室の掲示板に掲示してありますので、１・２年生もぜひ確認してください。なお、以下の点につ

いて注意が必要です。 

 

①応募条件として求められる学習成績の状況（評定平均値）が変わったり、必要な取得資格が増えたり 

する学校もあります。特に、私立大学は、受験生の英語能力を重視する傾向あり。実用英検2級以上を 

持っていると有利です。 

  ※学習成績の状況はすぐには大幅に変えられない。英検等もいつでも受験できるわけではない。 

    進路がまだはっきり決まっていない人こそ、しっかり学習し、資格取得に挑戦しよう！！ 

②何年も出願する生徒がいない大学の指定校枠は取り消されることがある。 

  ※近年、文教大学経営学部、神奈川大学経済学部、日本大学経済学部の指定校がなくなりました。 

   例年、進学していても指定校枠がなくなる場合もあります。その場合は、わかり次第連絡します。 

就職 ～今年度の求人状況～ 

3年生の受験が始まりました！！ 

 

新潟労働局職業安定課 統計資料より 

今年度の大学・短大・専門学校の指定校について 

て 

 

進学 ～今年度の状況～ 

 

 



     

 

  就職する場合も進学する場合も、ほとんどの生徒が志望理由書を書く必要があります。まさに今、志望

理由書に取り組んでいる３年生もいるでしょう。志望理由書を書く際のポイントを確かめておきましょう。 

今回は、進学の場合について見てみます。 

 

○志望理由書にはこれを書こう！ 

  ※あなたが志望する学校（学部・学科）に、ぜひ入学したいという意欲を示そう！ 

 

  ①その学校（学部・学科）で何を学びたいか。 

    ※そこで何を学びたいかをはっきり分かりやすく書く 

    ※なぜそれを学びたいのか、なぜそれに興味を抱いたのか、興味を持つきっかけになったエピソード 

      などを書くと説得力が増す 

   

  ②なぜ、その学校（学部・学科）を志望するのか。 

    ※何が学べるのか（カリキュラム、研究内容、開講講座など） → HPや学校案内で調べる！ 

    ※どのような学校か（設備、校風、環境など） → オープンキャンパスに参加してみる！ 

    ※どのような資格が取得できるか → HPや学校案内で調べる！ 

  

  ③その学校（学部・学科）で学んだことを、将来どのように生かしたいか。 

    ※はっきりした職業が決まっていなくても、将来の方向性は書いておこう 

    ※「将来こういう方向に進むために、私はこの学校で意欲的に学びたい！」という姿勢を示す 

    ※今「社会」で起こっている問題に対して、志望する学校や専門分野からどのようなアプローチが 

      できるか考えてアピールできると、読み手に強く印象に残る 

 

     

  ②を軽く考える生徒が多いですが、「なぜその学校でなければだめなのか」は志望理由の中でも最重 

    要項目です。必ず、資料やHPをよく調べて特色をとらえ、自分が学びたいことと結びつけて書こう！！！ 

 

○志望理由書を書くときの注意点   はっきりと具体的に書こう！！ 

  以下のような書き方は×です！ 

 

  ①HPや学校案内から長々と引用する。   ④「雰囲気が良いから」 

  ②「オープンキャンパスで親切に対応してくれたから」       →あいまいなことは書かない！ 

     →そこで得た情報やどこが魅力的だったかを書く！  ⑤「学びたいことや将来の目標は入学して 

  ③「親に勧められたから」「家から近いから」     から見つけたい」 

     →本音ではあってもダメ！       →明確な目標がないと思われる！ 

 

○志望理由書の構成例 

  ① 意思提示 … 志望先と志望理由を簡潔にまとめる 

  ② きっかけ … 経験・エピソードから決意したこと 

     ※エピソードだけでなく、進路実現のためにどんな努力をしたかを示す 

     ※「きっかけ」に字数を取り過ぎないよう注意！ → 学校が知りたいのは主に③・④ 

  ③ 学びたいことや将来への具体的ビジョン 

     ※一般論を他人事のように書くのは×、自分が社会の中でしたいことを示すとよい 

     ※社会で何をしたいかだけでなく、そのために志望先で何をどのように学ぶかを示そう！ 

  ④ まとめ … 学部・学科の特徴が自分の目指すところとどう合致しているか 

     ※HPや学校案内からの長い引用や感想は× 

     ※オープンキャンパスや、カリキュラム・授業内容について具体的に調べたことを元に、考えを示す 

       →目標実現のためには、志望先が最適であるという具体的理由を書こう！ 

 

○志望理由書の具体例とよりよくするためのヒント … 吹き出しの中が改善すべき点です。 

   

 

 

 

                                                                

                                                                  

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は将来、保育士や幼稚園教諭として、働く母親や園に通っているこど

もの支援をしたいと考えている。その目標達成のため、貴学の家政学部児

童学科を志望する。 

 

 保育の仕事に興味を持った１つめのきっかけは、幼稚園の時の担任の先

生との出会いである。幼稚園の時の担任の先生は、いけないことに対して

は人一倍厳しく、良いことに対しては人一倍褒めてくれた。先生が分かり

やすく反応してくれたことで、幼かった私には、これは良いこと、これは

悪いことだと理解できた。その時私は先生のように、優しくて、善悪をし

っかり教えられる人になりたい、先生のような幼稚園の先生になりたいと

考えた。２つめのきっかけは中学の時の職業体験で幼稚園に行ったことだ。

子どもたちが成長していく姿を見守り、またそれを支援していきたいと思

い、より強く保育に関わる仕事がしたいと考えるようになった。 

 

 現在、日本では待機児童が問題となっており、子どもを預けられず、仕

事に行きたくても行けずに困っている母親が多い。また、子どもを園に入

れることができても、仕事と育児の兼ね合いがうまくいかずに大変な思い

をしている母親も多い。そこで私は、子どもたちの成長とともに、親の支

援もしていきたいと考えている。そのためにはまず、大学で保育について

学び、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得したい。 

 

 貴学では、家政学部児童学科の中でも２つの専攻に分かれているが、そ

のうちの育児支援専攻では、子どもを取り巻く社会環境の変化に対応して

いる授業があり、また、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得できるので、

私の目標達成に最適な環境である。他にも貴学の教育方針の根底に「自主・

自立」という言葉がある。保育を学び、知識だけでなく人として成長する

ことを目標に貴学で学びたい。以上が貴学の家政学部児童学科を志望する

理由である。 

①意思表示 

将来の目標を明示した。 

②きっかけ 

きっかけとなった経験を示し、その時

考えたことを述べた。 

 

③学びたいこと・ビジョン 

社会的問題を取り上げ、自分がどう

貢献したいか、そのために大学で

何をしたいかを述べた点が良い。 

 

④まとめ 

授業内容や教育理念など、志望先

の特長をとらえている。 

 

「きっかけ」の説明はもう少し

簡潔に！ 進路実現のために

高校生活では何をしただろう 

学びたいこと・身につけたいこ

とについてもう少し具体的に

述べよう！ 

このような授業で特に何が学

びたいか、それが自分の目標

達成にどう役立つかを説明し

よう。 

志望理由書の書き方 


